
（一社）四国サッカー協会　公式記録用紙録
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0 〇 1 ＧＫ GK 1 〇 0

0 〇 3 FP DF 2

0 △ 4 FP MF 4 〇 0

5 FP DF 5 △ 0

1 1 1 〇 6 FP DF 6

0 〇 7 FP FW 7

2 1 3 1 〇 8 FP DF 8 〇 0

0 〇 9 FP FW 9 〇 0

1 1 〇 10 FP FW 10 △ 0

1 1 2 1 〇 ⑪ FP DF 11 〇 1 1

15 FP DF 12

16 ＧＫ DF 14

DF 15 〇 1 1

MF ⑰ 〇 0

0 MF 18 〇 2 2

0 FW 19

№ №

4 3 7 4 3 1

0 0 0 5 3 2

3 4 7 1 1 0

1 1 2 1 1 0

3 1 4 2 1 1

3 1 4 2 1 1

0 0 0 0 0 0

№ 得点経過　記録例　～：ドリブル　→：ゴロパス　↑：浮き球パス　×：混戦　Ｓ：シュート　Ｈ：ヘディング

8

11

6

※出場欄　○：先発出場　　△：交代出場　　空欄：試合登録して出場なし

戦評者氏名 【 　木内　俊輔　　 】 勤務先又は所属　【 　　　　　】

開始直後エストレーラス高知がディフェンスラインから組み立てゴールに迫り直接フリーキック等でゴールに迫るとDESAFIOは個人の能力を活か
し左サイドから攻撃を仕掛ける。互角の戦いが予想された試合は4分に試合が動く。DESAFIOが右サイドを突破しグラウンダーのクロスを中央か
ら流し込み先制に成功する。その後はエストレーラス高知が丁寧な組み立てと豊富なアイディアで攻撃を繰り出しチャンスを伺い、DESAFIOは個
人能力を生かしたロングボールと突破で時折カウンターを繰り出すが共にゴールを奪えず。そのまま前半を折り返すと思われた終了間際
DESAFIOがCKからヘディングを突き刺し追加点を奪う。2対0で前半を折り返す。後半はDESAFIOがフィジカルを活かした攻撃でゴールに迫り、2点
差を追いかけるエストレーラス高知は変わらず距離感のいいパス交換でゴールを目指す構図となる。DESAFIOの攻撃は少しずつ慣れたエスト
レーラス高知の対応で決定機は生まれず、逆にエストレーラス高知は多彩な攻撃を仕掛けるがパスミスや最後の精度が足りずシュートまでは持
ち込めず膠着状態となる。結局後半終了間際、DESAFIOが相手のミスから3点目を奪いゲームを決定づける。そのまま試合終了となりDESAFIO
が優勝に輝いた。
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39分 DESAFIO CLUB DE FUTBOL 久保　暁 8 4 → 8 → 6S

19分 DESAFIO CLUB DE FUTBOL 岡田　啓杜 8 CK ↑ 11HS

8S
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4分 DESAFIO CLUB DE FUTBOL 磯田　真翔 3 →
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チーム合計

時間・警／退 氏名 事由 村松　圭吾 松本　和久 事由

三代木　真嗣

警告・退場 監督 監督 警告・退場

上田　莉音

早﨑　蒼悟

矢崎　龍星

岡田　啓杜 井上　雷翔

多田　朱希 窪田　龍和

大森　悠 甲元　大雅

磯田　真翔 門田　雅空

川渕　維心 横山　勇吹

横山　龍翔 三代木　貴嗣

中津　太壱 村上　璃空

久保　暁 佐竹　奏力

上枝　丈琉 吉川　仁

秋山　湘喜 西内　碧音

多田　來翔 大楠　頼将

寺坂　弘毅 鬼頭　琉汰
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ＫＩＣＫ　ＯＦＦ 延長後半 ＫＩＣＫ　ＯＦＦ

ＰＫ

DESAFIO CLUB DE FUTBOL
1 後半 0

エストレーラス高知延長前半

表面 ドライ

3
2 前半 0

0

芝 良
500 人

主　　審 松崎　雄飛 副審 岩永　泰夫 記録担当 湯浅　功治

風 微 ピッチ状態 観衆数

運営責任者 石田　淳 副審 稲田　茂 第４審判員 宮崎　浩誠

天　　候 晴れ 気温 29℃ 湿度 49%

大会名【　SKFA　2022フジパンCUP　第5回 四国U-12サッカー大会　決勝　】
日　　時 2022年9月11日(日) 14:40 試合形式 40分　延長10分　ＰＫ方式 会場名 徳島市球技場　第一

2022年度四国大会

2022フジパンCUP

第5回四国U-12サッカー大会


